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座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
　

  　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
地
域
か
ら

主
な
意
見
や
提
案

《
防
災
に
関
す
る
こ
と
》

○
自
主
防
災
組
織

▼
自
主
防
災
組
織
の
長
に
は
、
災
害
時
に

は
相
当
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
専
門
知

識
を
持
っ
て
、
迅
速
な
行
動
が
求
め
ら

れ
る
が
、
自
治
会
の
役
員
は
1
～
2
年

の
任
期
で
交
替
を
し
て
し
ま
う
中
、
本

当
に
担
え
る
か
が
疑
問
。
も
っ
と
専
門

的
に
長
く
や
っ
て
も
ら
う
別
組
織
が
必

要
で
は
な
い
か
。

▼
町
へ
の
転
入
者
で
、
自
治
会
に
入
っ
て

い
な
い
方
が
い
る
よ
う
だ
が
、
災
害
時

は
隣
近
所
で
連
携
し
て
助
け
合
う
た
め

に
も
自
治
会
に
加
入
し
て
も
ら
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

▼
自
主
防
災
組
織
を
自
治
会
主
体
で
整
備

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
地
域
に
則
し

た
自
主
防
災
組
織
と
す
る
た
め
、
個
別

に
議
論
を
し
な
が
ら
組
織
づ
く
り
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

▼
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
災
害
は
現
実
の
も

の
と
し
て
迫
っ
て
い
る
。
忙
し
い
か
ら

自
主
防
災
組
織
化
で
き
な
い
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
。
皆
が
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災

対
策
の
必
要
性
を
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
。

▼
災
害
が
発
生
し
た
際
に
近
所
と
の
連
携

等
を
想
定
し
た
訓
練
が
必
要
と
い
う
こ

と
は
理
解
で
き
る
が
、
そ
の
際
困
る
の

は
訓
練
に
出
て
来
な
い
人
や
出
て
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
の
対
策
だ
と
思
う
。

○
消
防
広
域
化

▼
高
齢
化
が
進
み
救
急
車
の
必
要
性
が
ま

す
ま
す
高
く
な
る
が
、
消
防
広
域
化
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

▼
平
成
の
大
合
併
で
合
併
し
た
町
村
で

は
、
2
、
3
年
経
過
す
る
と
山
間
深
く

ま
で
救
急
車
が
来
な
く
な
り
、
麓ふ

も
とま

で

出
て
き
て
救
急
車
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
等
の
話
を
聞
い
た
が
、

山
北
の
山
間
部
の
奥
ま
で
救
急
車
は
来

る
の
か
。

○
そ
の
他
防
災
関
係

▼
災
害
発
生
時
に
災
害
弱
者
と
な
る
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
ほ
ど
、
個
人
情

報
の
関
係
で
安
否
確
認
が
う
ま
く
で
き

な
い
。

▼
防
災
用
品
の
購
入
の
補
助
率
を
90
％
ま

で
上
げ
て
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
い

る
が
、
な
ぜ
10
％
の
自
治
会
負
担
が
あ

る
の
か
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
町
の
行
政

運
営
や
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、

普
段
考
え
て
い
る
こ
と
や
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

町
長
と
直
接
話
し
、
地
域
住
民

と
行
政
が
協
働
で
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
く
方
策
を

考
え
る
場
と
し
て
、
町
内
10
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
町
か
ら
自
主
防
災
組
織
、
消

防
広
域
化
、
自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
後

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま

ち
づ
く
り
」
に
は
、
約
２
７
０

人
の
町
民
が
参
加
し
、
貴
重
な

意
見
や
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
全
体
を
通
し
て
、
特
に
多

か
っ
た
意
見
と
し
て
は
、
町
か

ら
説
明
を
行
っ
た
「
自
主
防
災

組
織
に
つ
い
て
」、「
消
防
広
域

化
に
つ
い
て
」
の
ほ
か
、「
ご
み

対
策
に
つ
い
て
」
や
「
鳥
獣
被

害
対
策
に
つ
い
て
」
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
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▼
世
帯
数
が
減
っ
た
こ
と
で
、
消
防
団
の

団
員
確
保
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
消
防
団
の
統
合
な
ど
も
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

▼
夜
間
の
大
雨
の
時
は
、
雨
戸
を
閉
め
る

と
防
災
無
線
が
殆ほ

と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
の

で
、
平
時
か
ら
自
主
避
難
訓
練
も
実
施

し
て
、
ど
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
か
を

経
験
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

《
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
》

▼
今
ま
で
の
国
と
町
と
の
関
係
が
、
町
と

自
治
会
と
の
関
係
に
似
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

《
ご
み
対
策
に
つ
い
て
》

▼
カ
ラ
ス
が
ご
み
を
散
ら
か
す
。
カ
ラ
ス

除よ

け
ネ
ッ
ト
は
４
月
に
支
給
さ
れ
た

が
、
既
に
カ
ラ
ス
が
穴
を
開
け
て
し
ま

い
効
果
が
な
い
。
カ
ラ
ス
に
関
し
て
ご

み
を
出
す
側
の
意
識
が
希
薄
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
思
う
。

▼
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な
い
方
に
ご
み

集
積
所
の
掃
除
当
番
が
回
ら
な
い
の

は
、
ど
う
な
の
か
。

▼
歩
道
に
可
燃
物
・
不
燃
物
の
集
積
所
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
現
実
に
は
歩
道
を

ふ
さ
ぐ
よ
う
な
量
の
ご
み
が
出
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

《
鳥
獣
被
害
対
策
》

▼
許
可
を
得
て
箱
ワ
ナ
を
仕
掛
け
て
い
る

が
、
捕
獲
後
の
処
分
に
苦
慮
す
る
。
町

で
処
分
も
対
応
し
て
い
た
だ
け
な
い

か
。

▼
今
年
は
獣
害
被
害
が
町
内
全
域
で
発
生

し
て
困
り
果
て
て
い
る
の
で
、
動
物
の

住
め
る
山
を
作
り
た
い
。

《
神
奈
川
県
の
緊
急
財
政
対
策
》

※
平
成
24
年
10
月
に
県
が
発
表
し
た
、
財

政
健
全
化
に
向
け
た
県
有
施
設
等
の
見

直
し
の
方
策

捕獲されたイノシシ

▼
ユ
ー
シ
ン
ロ
ッ
ジ
が
廃
止
の
候
補
と

な
っ
て
い
る
。
町
の
財
産
で
あ
る
丹
沢

の
ユ
ー
シ
ン
を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
。

▼
町
内
に
あ
る
い
く
つ
か
の
県
有
施
設
が

廃
止
と
報
道
さ
れ
た
。
町
と
し
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

《
そ
の
他
の
意
見
》

▼
若
い
方
で
自
治
会
に
入
ら
な
い
方
が
多

い
が
、
役
場
で
は
転
入
者
に
自
治
会
に

入
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
伝
え

て
い
る
の
か
。

▼
自
治
会
長
の
業
務
量
が
多
い
の
で
は
な

い
か
。
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
廃
止

と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
大
雨
や
台
風
の
時
に
御
殿
場
線
は
松
田

駅
、御
殿
場
駅
間
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。

町
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
て
大
雨

で
も
土
砂
崩
れ
等
の
危
険
が
少
な
い
松

田
駅
、
山
北
駅
間
は
運
行
し
て
い
た
だ

く
よ
う
要
請
す
べ
き
だ
。

▼
町
の
平
成
23
年
度
決
算
概
要
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
が
、
年
々
財
政
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
た
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
等
で
も
削
れ
る
予
算
は
削
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

▼
子
ど
も
の
い
じ
め
問
題
が
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
る
が
、
本
人
が
発
信
で
き
な
く

て
も
、
周
り
に
い
る
友
だ
ち
が
何
か
を

察
知
し
て
い
る
は
ず
。

防災資機材が、備蓄されている倉庫

カラス除けネットが設置されたごみ集積所
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定住トピックス　その16

山北駅北側定住促進住宅(中堅所得者向け町営住宅)整備事業の
計画概要について

町は、山北駅北側元気づくりプランにおいて、PFI
事業で実施する「山北駅北側定住促進住宅整備事業」
について、日本PFIインベストメント株式会社を代表
とする「やまきた定住促進パートナーズグループ」を
落札者として決定しました。その計画概要をお知らせ
します。

魅力あるコミュニティづくり・賑わいのある街づくり
・緑につつまれた潤いのあるコミュニティスペース・

広場による駅・交流センターからのつながりと歩道
との一体的な空間構成

 街並みとの連動性、周辺環境との調和
・景観の連続性、一体感ある配置・外観デザイン・色

彩計画・緑化計画
 緑のつながり、緑と活気あふれる中心地
・敷地周囲の緑地、コミュニティ広場と連動した緑の

つながり、賑わいの創出

自然・緑の中の子育て支援住宅
・子どもの心が豊かになる暮らしの提供
 安全安心な住まい
・誰もが暮らしやすい定住促進住宅
 ライフサイクルコスト低減
・地球環境に配慮した定住促進住宅

経験豊富な企業構成による実施体制
・町内企業を含む経験豊富な企業構成による定住促進

住宅の実現

■工事スケジュール(予定)　　　　　　　　　　　　　　　
・地域説明会：24年11月・25年1月・3月の３回予定
・調査：電波障害調査（12月）・近隣家屋調査（2月）
・道路拡幅工事：25年3月～ 4月(町道166号工事)
　　　　　　　　25年5月～ 7月(町道1号工事)
・町営住宅設計・工事：24年10月～ 25年1月(設計)
　　　　　　　　　　　25年  3月～ 26年3月(工事)
・入居募集：25年10月～ 26年3月
・入居開始及び維持管理業務開始：26年4月～
※この計画は提案時のものであり、今後変更の可能性があります。

タイプ 間取り 面積 戸数 計
A 2LDK 65.33㎡ 12戸

42戸
B 3LDK 72.22㎡ 16戸
C 3LDK 80.51㎡ 12戸
D 3LDK 72.22㎡ 2戸

コミュニティホール棟 81.2㎡ 1戸
※一部車イス及びペット対応可能住戸を含む。

施設概要（住戸棟6階建て）

町道1号線 95
00

25
00

コミュニティ
ホール

50
00

町道166号線
入居者駐車場町営住宅

商業予定地

【建物の外観イメージ】
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年末年始 医療機関の診療について
おおり医院 飛彈

クリニック
ねもと総合

内科クリニック
町立

山北診療所
県立

足柄上病院
足柄上地区

休日急患診療所
12月29日（土） △ △ △ × ◎ ×
12月30日（日） △ × × × ◎ ○
12月31日（月） △ × × × ◎ ○

  1月 1 日（火） ◎ × × × ◎ ○

  1月 2 日（水） △ × × × ◎ ○
  1月 3 日（木） △ × × × ◎ ○
  1月 4 日（金） ○ ○ ○ ○ ○ ×
  1月 5 日（土） △ ○ △ △ ◎ ×

月　日 医療機関名 所在地 電話番号

12月29日（土） 金子歯科医院 　開成町延沢８５４　プラザ開成２０４ ８２－１８３６

12月30日（日） たんぽぽ歯科医院 　南足柄市塚原１５３３ ７２－１１１８

12月31日（月） 鍵和田歯科医院 　松田町松田惣領１２１２－１ ８３－２１８４

  1月 1 日（火） 小宮歯科医院 　大井町西大井２６ ８３－１１８１

  1月 2 日（水） 瀬戸歯科医院 　南足柄市竹松１７４４ ７４－９４７１

  1月 3 日（木） 楢山歯科医院 　大井町金子９５５－３ ８３－５０００

年末年始 急患歯科診療について
足柄歯科医師会では、次の体制で年末年始の急患の診療をします。

＜参考＞
○：平常通り診療
◎：急患のみ診療
△：午前のみ診療
×：全　休

※必ず電話で連絡の上、
受診してください。

【問合せ】　保険健康課健康づくり班　（電話）７５－０８２２

診療時間

９：００～１２：００

※電話番号や受付時間な
どは、町民カレンダー
をご覧ください。

原耕地地区商業施設の進出に伴う契約調印がなされました!!

このたび、東山北1000まちづくり基本計
画商業施設の誘致に関し、地権者のご協力
のもとに、㈱小田原百貨店の進出が決定し、
10月29日（月）に原耕地地区地権者会と㈱
小田原百貨店との間で、事業契約に係る合意
書の調印を行いました。

この事業計画では、メインテナントに㈱小
田原百貨店の生鮮食品スーパー、サブテナン
トには㈱コメリのホームセンターを予定して
おり、優良企業２社の進出については、町と
しても東山北周辺地域の生活利便性の向上や
地域活性化に向けて、大変期待をしていると
ころです。

今後、具体的な事業計画については、地元
説明会において地域の皆さまにも周知をさせ
ていただく予定です。

地権者会との合意書調印の様子
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県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　
４
名
佳
作
、
３
名
奨
励
賞
、
山
北
中
学
校
が
学
校
表
彰
! !

受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
学
校
表
彰
】

　
山
北
中
学
校

【
第
１
部
（
小
学
校
１・
２
年
生
）】

　
佳
作

　
『
み
ん
な
た
の
し
く　
夏
の
エ
コ
』

　
　
清
水
小
２
年　
池
谷　
明
香

　
奨
励
賞

　
『
近
く
に
あ
る
と
い
い
な

　
　
　
　
こ
ん
な
お
店
・
し
せ
つ
』

　
　
川
村
小
２
年　
津
田　
拓
海

　
『
し
て
い
ま
す
か
。
お
て
つ
だ
い
』

　
　
清
水
小
２
年　
臼
井　
梨
乃

　
川
村
小
学
校
が

　
　
　
　
　
ア
ル
ミ
缶
回
収
優
秀
校
表
彰
を
受
賞

11
月
６
日
（
火
）、
川
村
小
学
校
が
新
菱
ア
ル
ミ
テ
ク
ノ
関
東
回
収
セ
ン
タ
ー
の
推
薦
に
よ
り
、
ア

ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
「
平
成
24
年
度
ア
ル
ミ
缶
回
収
優
秀
校
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
同
校
の
児
童
会
活
動
「
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」
が
毎
月
１
回
、
家
庭
や

地
域
の
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
、
そ
の
収
益
金
を
福
祉
団
体
な
ど
に
寄
付
し
て
き
た
活
動
が
評
価
さ
れ

受
賞
し
た
も
の
で
、
昨
年
度
は
、
２
９
，
０
０
０
円
を
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
、
９
，
７
５
０

円
を
タ
イ
の
水
害
の
被
災
地
へ
と
送
り
ま

し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
収
益
金
は
ユ
ニ
セ
フ

に
寄
付
を
す
る
予
定
で
、
同
校
の
児
童
た

ち
は
「
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
頑
張
っ
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

【
第
２
部
（
小
学
校
３・
４
年
生
）】

　
佳
作

　
『
海
岸
の
漂
着
物
』

　
　
川
村
小
３
年　
斎
藤　
香
耶

　
『
す
ず
し
さ
を
求
め
て
』

　
　
清
水
小
３
年　
松
井
し
お
り

【
第
４
部
（
中
学
生
）】　

　
奨
励
賞

　
『
便
利
な
自
転
車

　
　
自
転
車
事
故
の
現
状
in
神
奈
川
』

　
　
山
北
中
２
年　
小
酒
部
泰
暉

【
パ
ソ
コ
ン
の
部
】

　
佳
作

　
『
山
北
町
の
人
口
～
実
は

　
　
知
ら
な
か
っ
た
！
町
の
現
状
～
』

　
　
山
北
中
３
年　
井
上　
佳
歩

９
月
に
行
わ
れ
た「
町
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」の
入
選
作
品
に
つ
い
て
、

「
第
61
回
神
奈
川
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
４
名

が
佳
作
、
３
名
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
北
中
学
校
が
統
計
教

育
の
普
及
向
上
に
寄
与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
学
校
表
彰
を
受
賞
し
、
11
月

10
日
（
土
）
に
国
際
言
語
文
化
ア
カ
デ
ミ
ア
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

アルミ缶リサイクル協会からの感謝状と記念品が
新菱アルミテクノ関東回収センター長から手渡されました

ふれあいボランティア委員会の児童たち
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12月4日から10日までは 人権週間
人権週間とは、昭和２３年（１９４８年）１２月１０日国際連合総会で、基本的人権及び自由を尊重し確保

するために、世界すべての人々とすべての国々とが達成すべき共通の基準として、「世界人権宣言」が採択され
たその日を記念して制定された、世界人権デーを最終日とする１週間（１２月４日から同月１０日まで）のこ
とです。また本年で６４周年を迎えます。

　「人権週間」には、世界人権宣言の意義を訴えるとともに、人権尊重思想の普及と高揚に努めるため、講演
会の開催やポスターの掲示、街頭での啓発活動など人権擁護の考え方を社会に広げていくための行事や活動が
全国各地で行われます。

平
成
24
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　
　
～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　
　
　
　
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～
」

啓
発
活
動
年
間
強
調
事
項

＊
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

＊
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

＊
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

＊
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を

進
め
よ
う

＊
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

＊
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

＊
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

＊
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

＊
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

＊
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
を
や
め
よ
う

＊
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

＊
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

＊
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

＊
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

＊
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

＊
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題

に
取
り
組
も
う

【
問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班

　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
３
６
４
４

共和連合自治会自主防災
会に宝くじ助成

共和連合自治会自主防災会では、平
成２４年度コミュニティ助成事業（宝
くじ助成）を活用し、発電機、コードリー
ルを整備しました。

今 後 は、 地
域の自主防災
組織の積極的
な活動のため
に仕様します。

整備された発電機とコードリール

小田原市消防マスコットキャラクターの
愛称募集！

消　防
広域化

町職員の人事異動等

［主幹級］
新　所　属 氏　　　名 旧　所　属

上下水道課工務班
主幹

稲　葉　展　史
環境農林課農林振興班

主幹
定住対策室定住対策班

主幹
山　口　啓　二

上下水道課工務班
主幹

（平成２４年１１月１日付け）
（敬称略）

神奈川県西部消防広域化協議会では、消防の広域化を契機に
マスコットキャラクターの愛称を募集します。

応募資格　県西地域２市５町在住・在学の小学生
以下のお子さん

応募方法　所定の応募用紙にて、郵送、持参または
Eメールで
※応募用紙は各消防署で配布または、小田原

市ホームページからダウンロードできます
応募期間　平成24年12月3日（月）～平成25年1月31日（木）

　　　　※郵送は当日消印有効
　　　　詳しくは応募用紙をご覧ください。ぼくに名前をつけてね！
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

今村さん
ご家族

＜上清水＞

お
父
さ
ん
　
今
村
　
敏
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　  （
蘭
　
二
朗
さ
ん
）

お
母
さ
ん
　
　
　
　
英
梨
奈
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
颯そ

う
す
け佐

く
ん
　
10
ヶ
月

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
１
月
に
、

４
１
０
０
グ
ラ
ム
で
第
１
子
と
な
る
颯
佐

（
そ
う
す
け
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
初
め

て
の
子
な
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
っ
た
時
に

は
便
も
止
ま
ら
ず
、
慌
て
て
病
院
に
駆
け

込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
子

供
の
成
長
を
見
て
い
る
と
、
ま
だ
言
葉
は

発
し
な
い
の
で
す
が
な
ん
と
な
く
感
情
が

見
え
て
、
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
が
一
番
の

喜
び
で
す
。

仕
事
に
出
掛
け
る
時
に
泣
か
れ
て
行

き
づ
ら
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
帰
っ
て

く
る
と
全
身
で
喜
ん

で
く
れ
た
り
、
絵
本

を
読
ん
で
あ
げ
る
と

キ
ャ
ッ
と
笑
っ
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。

そ
ん
な
笑
顔
を
絶
や

さ
な
い
為
に
も
、
家

庭
円
満
で
い
つ
で
も

明
る
い
家
庭
を
築
く

べ
く
育
児
は
も
ち

ろ
ん
、
率
先
し
て
家

事
を
手
伝
い
、
妻
に

い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
い
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ご
近
所
の
方
々
に
も
お
下

が
り
等
を
い
た
だ
い
た
り
、
周
り
の
方
々

か
ら
も
支
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
い

つ
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
新

米
パ
パ
で
す
が
、
妻
や
子
供
に
男
の
背
中

を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
な
父
親
に
な
り
た
い

と
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
父
さ
ん
の
敏
雄
さ
ん
）

中
川
孝
男
さ
ん
は
、
中
学
校
の
教
員
を
退

職
さ
れ
た
後
、
平
成
20
年
か
ら
山
北
町
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３
年
で
、
現
在
は
２

期
目
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
12
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
の
人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
、
今

回
は
中
川
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

「
人
権
擁
護
委
員
は
、
横
浜
地
方
法
務
局

西
湘
二
宮
支
局
（
管
轄
は
平
塚
市
、
中
郡
以

西
の
3
市
10
町
）
に
人
権
擁
護
委
員
の
協
議

会
が
あ
り
、
約
80
人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
北
町
で
は
私
を
含
め
て
５
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
協
議
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
で
は
、
主
に
相
談

活
動
、
救
済
活
動
、
啓
発
活
動
が
あ
り
、
相

談
活
動
で
は
、
常
設
と
し
て
法
務
支
局
で
の

毎
日
の
相
談
に
交
替
で
出
席
し
て
い
ま
す

し
、
特
設
と
し
て
は
年
１
回
の
足
柄
上
地
区

部
会
で
の
相
談
、
毎
月
１
回
山
北
町
役
場
で

行
わ
れ
て
い
る
人
権
行
政
相
談
、
６
月
１
日

の
人
権
擁
護
委
員
の
日
の
相
談
に
も
出
席
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
権
行
政
相
談
の
機
会

を
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
今
年
は
試
験
的
に
向
原
児
童
館

と
三
保
支
所
で
も
１
回
ず
つ
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

救
済
活
動
で
は
、
人
権
侵
害
な
ど
の
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
か
ら
の
申
告
を
受
け
て
、
法

務
局
職
員
と
一
緒
に
活
動
を
し
て
お
り
、
啓

発
活
動
で
は
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
、
啓
発
物
品
の
配
布
、
各
種
広
報
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
に
対
し
て
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
よ
う
に
、
実
務
研
修
や
講
習
会

に
参
加
し
て
自
己
研
鑽
を
し
て
い
ま
す
。」

活
動
を
さ
れ
て
い
て
、
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
は
あ
り
ま
す
か
。

「
委
員
の
立
場
で
は
、
せ
っ
か
く
の
機
会

な
の
で
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
そ
れ
だ
け
み

な
さ
ん
が
悩
ん
で
い
る
の
か
と
思
う
と
複
雑

な
心
境
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
近
隣

ト
ラ
ブ
ル
で
の
相
談
が
増
え
て
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
年
は
大
津
市
の
い
じ
め
事
案

が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
悪
の
事
態
と
な
る
前

に
相
談
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
ば
と
思
い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談

活
動
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。」

個
人
が
で
き
る
人
権
擁
護
の
た
め
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
や
は
り
、
自
分
の
命
も
相
手
の
命
も
大

切
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
相
手
の
気
持

ち
や
立
場
を
考
え
て
接
す
る
こ
と
が
人
権
擁

護
に
つ
な
が
り
、
色
々
な
問
題
も
減
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。」

町
の
人中

川　
孝
男
さ
ん

（
山
北
町
人
権
擁
護
委
員
）
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１０月１日から３１日まで、山北町統一美化クリーンキャンペーン期間として、町内全域で散乱ごみの収集
と不法投棄のパトロールや、ごみの持ち帰り運動が展開され、１０月２８日（日）にはキャンペーン重点日と
して、県の丹沢大山クリーンキャンペーンとも併せた投棄ごみの回収活動が行われました。

このキャンペーン期間中、町内では２４団体の協力のもと、約３，９００人もの参加者が各地域の道路や河川、
用水路などの美化活動を行いました。また、２８日の重点日には、朝から多くの方が参加し、日中の降雨にも
かかわらず処理困難物などの様々なごみが回収されました。

これからも散乱ごみや不法投棄のない“美しい町　やまきた”を目指して、みなさんの手で町の環境保全に
努めていきましょう。

山北町統一美化クリーンキャンペーン

▲ 粗大ごみは破砕などの中間処理
が必要で非常に厄介です

▲ 空き缶だけでもこんなに
　 たくさんありました

▲ テレビの不法
投棄がまだま
だ後を絶ちま
せん

不燃粗大ゴミ可燃ごみなど

処理困難物

自
治
基
本
条
例
策
定
だ
よ
り

ま
ち
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
は
じ
め
ま
す
。

vol.6１
．
募
集
結
果
の
概
要

「
山
北
町
自
治
基
本
条
例
」
の
策
定

に
あ
た
り
ま
し
て
、（
案
）
の
段
階
に

お
い
て
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
３
名
の
方
か
ら
21
項

目
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

意
見
の
提
出
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。意

見
募
集
の
実
施
期
間
は
９
月
18
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で
で
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
町
内
10
会
場
で
開
催
し
た

座
談
会「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」

の
議
題
と
し
て
説
明
し
、
意
見
募
集
の

案
内
を
し
ま
し
た
。

２
．
意
見
の
内
容
（
抜
粋
）

い
た
だ
い
た
意
見
の
一
部
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

・
各
条
文
を
も
っ
と
詳
細
に
規
定
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

・
情
報
の
共
有
と
あ
る
が
、町
民
に「
町
」

や
「
議
会
」
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
情
報

公
開
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
不
特
定
多
数
の
「
町
民
」
に
責
務
を
課

し
て
も
履
行
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
行
政
評
価
の
規
定
は
賛
成
だ
が
、
意

図
す
る
こ
と
を
分
か
り
易
く
規
定
す

る
べ
き
だ
。

３
．
意
見
結
果
の
公
表

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
整
理

し
町
と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
う

え
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
閲
覧
が

で
き
な
い
方
は
、
企
画
財
政
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
班

　
　
　

 　
（
電
話
）
75
ー
３
６
５
２

～
意
見
募
集
結
果
（
概
要
）
～

期間中に回収されたごみの量は、

　　可燃ごみ　　 ２，９２０ｋｇ
　　金属類　　　     ３１０ｋｇ
　　不燃粗大ごみ     ２７０ｋｇ

計３，５００ｋｇ
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第9号 

疾
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
！

近
年
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な

ど
の
影
響
か
ら
、
医
療
機
関
の
受
診
率
や
一

人
当
た
り
の
診
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

医
療
費
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
町
で
は
増
え
続
け
る
医
療
費
を

見
据
え
、
国
民
健
康
保
険
の
税
率
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
、
介
護
保
険
の
料
金
を
引
き

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
医
療
費

の
増
加
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
も
大
き
く
影
響

を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

医
療
費
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
は
、

特
定
健
診
な
ど
で
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発

見
し
た
り
、
改
善
指
導
を
受
け
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
自
ら
が
行

う
健
康
づ
く
り
や
健
康
診
査
、
各
種
検
診
な

ど
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
疾
病
を
早
期
に

発
見
し
重
症
化
を
防
ぐ
よ
う
な
心
が
け
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
年
１
回
受
診

前
年
に
異
常
が
な
か
っ
た
か
ら

今
年
は
大
丈
夫
な
ど
と
い
う
の
は

危
険
で
す
。
検
診
の
結
果
は
あ
く

ま
で
も
そ
の
時
の
も
の
で
す
。
少

な
く
と
も
年
に
１
回
は
必
ず
受
診

し
て
、
病
気
の
早
期
発
見
や
治
療

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
二
次
検
査
は
必
ず
！

二
次
検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ

て
も
病
気
と
診
断
さ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
二
次
検
査

は
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
生
活
改
善
に
役
立
て
る

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
食
事
や
運
動

不
足
、
過
労
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
、

各
種
の
検
診
は
ふ
だ
ん
の
生
活
を

反
省
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

 

各
種
の
検
診
を
効
果
的
に
！

「一無・二少・三多」とは、一無＝無煙（禁煙）、二少＝少食・少酒、三多＝多動・多休・
多接という、六つの取組みからなる健康習慣です。自らの生活を振り返り、ひとつでも多く
の習慣を取り入れることで、生活習慣病を効果的に予防できます。

【
問
合
せ
】

★
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
…　
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班　
　
75
ー
３
６
４
２

★
健
康
づ
く
り
事
業
に
関
す
る
こ
と　
…　
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班　
75
―
０
８
２
２

三多

「多休」
■休養をしっかり取る
睡眠は１日７～８時
間、仕事をしない休日
を１カ月に６日以上
取って、心と身体を
しっかり休めましょ
う。

「多動」
■１日に20分の歩行を2回、
　体操・筋力トレーニングを各10分
身体を活発に動かすことは、健康づくりに
欠かせません。
まずは、よく歩くことが大切です。
日常生活の活動量を増やして身体活動を
高めましょう。

「多接」
■多くの人・物・事柄に接し、
　ストレスも発散
多くの人と交流し、さまざまな物、事柄
に興味をもち接することで、創造的な生
活を送りましょう。趣味や目的をもって
生活している人は、何歳になっても生き
生きしているものです。

二少

「少食」
■常に腹七～八分目で、塩分
　は１日10ｇ以内
お腹いっぱい（満腹）まで食べ
る習慣をやめ、腹八分目で止
めるよう心がけましょう。
偏食をせず、よく噛み、三食を
規則正しく食べましょう。

「少酒」
■１日の摂取量は日本酒で1
　合程度まで
アルコールは少量であれば良薬
ですが、飲み過ぎには注意を。
できるだけ控えるようにし、飲
む場合でも日本酒換算で１日１
合程度（アルコール量：約20
ｇ）までにしましょう。

一無

「禁煙・無煙」
■喫煙は万病の元
「喫煙」は、がんをはじめ、
心血管疾患、脳血管疾患など、あ
らゆる生活習慣病のリスクを高め
ます。また、周りにいる人に、その
害を撒き散らすことにもなります。

出典：日本生活習慣病予防協会

「一
い ち

無
む

・二
に

少
しょう

・三
さ ん

多
た

」の健康習慣にチャレンジしてみては？！
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 3 7

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

クリスマス映画鑑賞会

日本語吹き替え版

１２月２２日（土）
１３：３０～１５：１０
 （１３：００開場）
多目的ホール
２８８名
（入場無料・要整理券）
１２月４日（火）９：００より、中央公
民館、役場清水・三保支所にて
申込みと同時に整理券を配布しま
す。定員になり次第、締め切りとな
ります。

「”森の魔法”を、使ってはならない。」
勇気と感動のファンタジー・アドベンチャー。中央公民館で是非ご覧ください。

日　　時

場　　所
定　　員

申込方法

※３Ｄではなく通常上映となりますのでご了承ください。
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＊12月4日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊12月4日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊12月4日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

親子クリスマスケーキ作り教室
日　時　１２月１５日（土）１３：３０～１５：３０
内　容　カットすると家の形になる、金太郎飴のような楽しい
　　　　クリスマスケーキを作ります。
対　象　一般（定員２４名）　　講　師　沼田　陽子さん
参加費　親子で７００円（子どものみは不可。＋１人につき300円追加）
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用の容器

正月飾り作り教室
日　時　１２月２１日（金）１３：３０～１６：３０
内　容　玄関用の正月飾りを作ります。
対　象　一般（定員２０名）
講　師　竹久保　昭一さん
参加費　５００円
持ち物　筆記用具・座布団

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

クリスマス もみの木コンサート開催、出演者募集中！
中央公民館１階ロビーにて「クリスマス もみの木コンサート」を開催します。
開催日時　１２月２３日（日）１６：００～１７：００
場　　所　中央公民館 １階ロビー　　内　　容　ミュージックベルとコーラスの演奏会
練 習 日　１２月１日（土）・１２月１５日（土）・１２月２２日（土）
ミュージックベル（幼児から小学生対象）１０：００～１２：００
コーラス（幼児から一般対象）１８：３０～２０：３０
※出演者募集中です！申込み・練習などの問合せは中央公民館℡（７５）３１３１までご連絡ください。

お知らせ

ＮＰＯ法人ウッドボイス彫刻展
【１０月１６日（火）～１０月３１日（水）】

鈴木義和取材写真展
【１１月７日（水）～１１月１８日（日）】

入場自由
無料

前回のイベントから

本のリサイクル展【１０月２０日（土）～２８日（日）】
　１階ホワイエにて図書室で除籍となった古本などのリサイクル
展を開催しました。
　期間中、たくさんの方々が訪れ、１１８０冊もの本がリサイク
ルされました。

季節の魚料理教室～鮭のテリーヌ～【１０月２５日（木）】
　講師に北村 園子先生を招いて、旬の秋鮭を使ったテリーヌを
作りました。
  パウンド型を使って１人１本作り、そちらはお土産用に。講師
の作った見本のテリーヌと手作りパンを試食しました。「思った
より簡単にできてとても美味しかった」と大好評でした。

ワンダーランド 秋の公演【１０月２８日（日）】
　中央公民館で普段から活動している子ども達による演劇やダン
スのサークル「ワンダーランド」の秋の公演を開催しました。
  公演では、音楽劇やダンスレビュー、ミニワンダーによる合唱
を行い、日頃の練習の成果を発揮し大盛況でした。
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中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

日

2
9
16
23
30

月

3
10
17
24
31

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

金

7
14
21
28

土
１
8
15
22
29

１２月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

日

6
13
20
27

月

7
14
21
28

火
1
8
15
22
29

水
2
9
16
23
30

木
3
10
17
24
31

金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

1 月

12 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

1 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

篆刻教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

6 木 つるし雛作り教室③ 第 ３ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

8 土
ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 中央公民館

リトルコンサート 多目的ホール １４：００ 自　由 山崎美恵子     ☎（75）0783

9 日 人権問題講演会 多目的ホール １３：３０ 自　由 生涯学習課     ☎（75）3649

11 火 そば作り教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

15 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

親子クリスマスケーキ作り教室 調 理 実 習 室 １３：３０ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

16 日 ライブ・イン・山北 多目的ホール １２：３０ 自　由 生涯学習課     ☎（75）3649

21 金 正月飾り作り教室 1 階 ロ ビ ー １３：３０ 申込者 中央公民館

22 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

クリスマス映画鑑賞会 多目的ホール １３：３０ 自　由 中央公民館

23 日 クリスマス もみの木コンサート 1 階 ロ ビ ー １６：００ 自　由 中央公民館

1 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

5 土
賀詞交歓会 多目的ホール １０：００ 招待者 総務防災課     ☎（75）3643

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

6 日 消防出初式 多目的ホール ９：３０ 招待者 総務防災課     ☎（75）3643

10 木 母なる川酒匂川写真展（～１７日） 1 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 酒匂川水系保全協議会     ☎（33）1481
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

は る き

し ん ぺ い

み く

田　中　樽　本　陽　希（男）悠　希・沙希子

堂　山　森　　　慎　平（男）和　真・久美子

谷　ケ　尾　崎　未　來（女）能　久・麻名美

※今回の掲載分は、平成２４年１０月１６日から平成２４年１１月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

　台　　　山　本　　繁　（男）９０歳　本　人

城　山　　尾　﨑　儀　彦（男）５１歳　　〃　

怒杭文化　　中　村　利　正（男）６４歳　　〃　

越　地　　鈴　木　シヅ子（女）８４歳　　〃　

尺里東　　瀬　戸　德　雄（男）８３歳　　〃　

山市場　　佐　藤　靖　男（男）８７歳　　〃　

峰　下　　岩　井　正　男（男）８６歳　　〃　

平　山　　磯　崎　春　海（女）９６歳　康　子

川西平山　　小　栗　ハルエ（女）９０歳　直　治 山北　111mm（148mm）
三保　128mm（202mm）

山北　18.5℃（18.6℃）
三保　16.9℃（16.6℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,688人
6,039人
11,727人

（－ 2人）
（ 1人）
（－ 1人）

世帯数　4,240世帯（ 7世帯）

昨年のライブ・イン・山北の様子

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①１２月　１日（土）
　絵本「ありがとうのえほん」ほか
　（おはなしボランティア「えほんまる」）
②１２月１５日（土）
　紙芝居「かさじぞう」ほか
　（おはなしボランティア「ゆめ」）
③　１月  ５日（土）
　紙芝居「ラチとらいおん」ほか
   （おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

母性
陰陽師  酔月の巻
６４
食材別おいしい冷凍大百科
北斗

湊　　　かなえ
夢　枕　　　獏
横　山　秀　夫
Ｎ Ｈ Ｋ 出 版
石　田　衣　良

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
博物館の一日
おたんじょうび、おことわり？
からっぽのくつした
オリンポスの神々と７人の英雄２ 海神の息子
白狐魔記  元禄の雪

いわた　慎二郎
ケイディ・マクドナルド・デントン
レベッカ・コッブ
リック・リオーダン
斉　藤　　　洋

◆ 児 童 書

クリスマスコーナーを設置しました！

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　

年末までに大掃除、そしてお正月の準備・・・と暮
れは何かと忙しいものです。片付け・収納・おせ
ち料理などの本を集めて展示しますので、ぜひ
参考にしてください。

図書室おすすめのクリスマスに
関する絵本などを集めました。

～年越しの準備はできましたか？～

２０１２年
ベストリーダー５
一般書・児童書
（読み物）

「 ナミヤ雑貨店の奇蹟」　東野  圭吾
「舟を編む」　三浦 しをん
「３匹のおっさん ふたたび」　有川  浩
「東雲ノ空」　佐伯  泰英
「サファイヤ」　湊  かなえ

一般
「ゆうれい猫ふくこさん」　広嶋  玲子
「かいけつゾロリたべられる！！」　原  ゆたか
「怪物はささやく」　シヴォーン・ダウド
「恐竜の谷の大冒険（マジック・ツリーハウス1）」　メアリー・ポープ・オズボーン
「ココロ屋」　梨屋  アリエ

児童

クリスマスツリーにみんなで
飾りつけをしてね♡

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

は る き

し ん ぺ い

み く

田　中　樽　本　陽　希（男）悠　希・沙希子

堂　山　森　　　慎　平（男）和　真・久美子

谷　ケ　尾　崎　未　來（女）能　久・麻名美

※今回の掲載分は、平成２４年１０月１６日から平成２４年１１月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

　台　　　山　本　　繁　（男）９０歳　本　人

城　山　　尾　﨑　儀　彦（男）５１歳　　〃　

怒杭文化　　中　村　利　正（男）６４歳　　〃　

越　地　　鈴　木　シヅ子（女）８４歳　　〃　

尺里東　　瀬　戸　德　雄（男）８３歳　　〃　

山市場　　佐　藤　靖　男（男）８７歳　　〃　

峰　下　　岩　井　正　男（男）８６歳　　〃　

平　山　　磯　崎　春　海（女）９６歳　康　子

川西平山　　小　栗　ハルエ（女）９０歳　直　治 山北　111mm（148mm）
三保　128mm（202mm）

山北　18.5℃（18.6℃）
三保　16.9℃（16.6℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,688人
6,039人
11,727人

（－ 2人）
（ 1人）
（－ 1人）

世帯数　4,240世帯（ 7世帯）

昨年のライブ・イン・山北の様子
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今年も、魅力あふれる秋のイベントがたくさん開催されました。
秋のイベント 盛りだくさん
第2回神奈川チェンソーアート競技大会

室生神社の流鏑馬 大野山フェスティバル

尾﨑好美選手の記念碑が完成しました！

オークションでは群を抜いて
高値がついた作品もありました

　11 月 3 日、室生神社
の例大祭で、県指定無形
民俗文化財に指定されて
いる流鏑馬神事の奉納が
行われました。
　早朝からは、花車や神
輿が町内を賑やかに巡行
し、練り歩きました。
　また、流鏑馬神事では、
矢が的に命中すると観客
からは盛大な拍手が起こ
りました。

　尾﨑好美選手のロンドン五輪出場を記念した碑が完成
し、１１月２１日（水）に除
幕式が行われました。
　記念碑は、三保小中学校
校門横の、永歳橋が見渡せ
る丹沢湖畔の絶景の場所に
設置されています。

　11 月 11 日（日）、丹沢湖ダム広
場公園で、神奈川県県西地域県政総
合センターの主催による、第 2 回神
奈川チェンソーアート競技大会が開催
されました。
　全国各地から集まった17名の競技
参加者（チェンソーカーバー）たちは、
１本の丸太を大胆に繊細に削り、素晴
らしい作品を作り上げました。

　作品は、競技者や来場者
の投票によって順位が競わ
れたほか、来場者によるオー
クションによって販売も行わ
れました。
　間伐材を利用して、芸術
作品へと価値を高める素晴
らしい活動は、これからも一
層盛り上がりを見せてくれそ
うです。

作品とともにガッツポーズの入賞者
大胆で繊細なカービング

スペシャルゲスト 清水国明さんの
軽快なトーク

　10 月 27 日、大
野山山頂で第 20
回大野山フェスティ
バルが開催されまし
た。
　今年も多くのハイ
カーが訪れて、素
晴らしい景色やアル
プホルンの演奏など
を楽しみました。
　また、恒例の牛
乳の試飲配布や県
内産牛チャリティ
バーベキュー、ポ
ニーや乳牛とのふれ
あいコーナーも大好
評でした。

的を狙う緊張の瞬間

アルプホルンなどの演奏に
聴き入る来場者

ポニーの背中で　ピース！

長時間の巡行を終えて

第30回ロンドンオリンピック出場記念碑
陸上女子マラソン出場　栄誉を讃える
2012年8月5日 山北町出身 尾﨑 好美 選手

第30回ロンドンオリンピック出場記念碑
陸上女子マラソン出場　栄誉を讃える
2012年8月5日 山北町出身 尾﨑 好美 選手

「室生神社の流鏑馬」今月の 表 紙
今月号の表紙は、１１月３日に行われた室生神社の流鏑馬
の「馬場駈け」の様子です。
これから行われる騎射を前に、緊張に包まれながらも
凛々しく馬場を往復する様子を撮影しました。

か


